
【技術概要】

既設構造物Ｃの表面Ｃ１にショットブラスト

により凹凸面を形成し、この凹凸面に接着剤Ｒ

を塗布し、その上に新設コンクリートを敷設す

ることにより、既設コンクリート上にセメント

混合物を一体化して敷設できるオーバレイ工

法であって、上記接着剤Ｒとしてエポキシ接着

剤が用いられ、上記凹凸面への塗布量が０．４

kg/m2以上となる条件下でセメント混合物を敷

設する。

【特記事項・図面・その他】

既設コンクリート舗装の付着オーバレイ工法

【効果】

新設コンクリート（セメント混合物）の既

設コンクリートとの付着強度を従来工法に

比べて大幅に高めることができる。また、

ウォータージェットの併用が必須ではない

ため、コンクリートガラの発生を極力減ら

すことができる。これらにより、既設コン

クリートと一体化した耐久性に富んだ新し

い舗装を構築できる。

【利用分野・適用製品】

空港、道路、港湾等におけるコンクリート

舗装
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【目的】

既設コンクリートとセメント混合物の間の

付着強度が高く、しかもコストや施工時間

の面で優れた、既設コンクリート舗装の付

着オーバレイ工法を提供する。


